
昭和　６年　　１０月に総工事費５万円余、「６０ｍ級シャンツェ」が完成。

昭和　７年　　１月に開場式を行い、「大倉シャンツェ」と命名。

昭和２７年 　　８０ｍ級に改修。

昭和４５年 　　冬季オリンピック札幌大会に向け、９０ｍ級に大改修。「大倉山ジャンプ競技場」に名称変更。

昭和４７年 　　冬季オリンピック札幌大会開催。

昭和５７年 　　リフト（シングル）が建設される。

昭和６１年 　　ＦＩＳルールの改正に伴いランディングバーンとカンテを改修。Ｋ点＝１１５ｍ

平成　８年　　ＦＩＳルールの改正に基づきプロフィールが全面改修。Ｋ点＝１２０ｍ

平成　９年　　ジャンプ台のサマーヒル化、ナイター照明完備。

平成１０年 　　リフト（ペア）が整備される。

昭和４５年 　　冬季オリンピック札幌大会に向け、「宮の森ジャンプ競技場」７０ｍ級が完成。

昭和４７年 　　冬季オリンピック札幌大会開催。笠谷、金野、青地選手の活躍により金、銀､銅メダルを独占。

昭和５８年 　　全面改修工事。サマーヒル化、リフトも建設される。Ｋ点=９０ｍ

平成　２年　　改修工事が行われる。

平成１７年 　　ノルディック世界選手権札幌大会に向け、ランディングバーン、アウトランの改修工事が行われる。

・ヒルサイズ（ＨＳ）について

　２００５年からジャンプ台の大きさを表す表記として用いられるようになりました。
　ヒルサイズ（ＨＳ）はテークオフの先端からＬ点（着地区域の終点）までの測定距離で決定されています。
　選手がこの距離を越える飛行をすると、危険のため競技の続行について審議（ジュリー会議）されます。
　Ｋ点が同じジャンプ台であってもジャンプ台の構造によりヒルサイズは異なります。

大倉山　Ｋ＝１２０ｍ　ＨＳ １３４ 宮の森　Ｋ＝９０ｍ　ＨＳ １００
白　馬 　Ｋ＝１２０ｍ　ＨＳ １３１ 白　馬 　Ｋ＝９０ｍ　ＨＳ ９８

P
K
L

HS



・ジャンプ台のサイズ別分類

　ジャンプ台の分類はテークオフの先端からＬ点（着地区域の終点）HSまでの測定距離で決定されています。

スモールヒル 　２０ｍ　～　４９ｍ
ミディアムヒル 　５０ｍ　～　８４ｍ
ノーマルヒル 　８５ｍ　～１０９ｍ
ラージヒル １１０ｍ　以上
フライングヒル １８５ｍ　以上

・大倉山・宮の森ジャンプ競技場のプロフィール

大倉山 宮の森

助走路の長さ ９４ｍ ８０．１２ｍ

助走路の最大斜度 ３５度 ３６度

テークオフの斜度 ー１１度 ー１０．５度

着地斜面の最大斜度 ３７度 ３６．５度

Ｐ　点 １００ｍ ８１．９５ｍ

Ｋ　点 １２０ｍ ９０ｍ

選手が停止するための
アウトランの長さ

１００ｍ ８５ｍ

・ジャンプ競技はこうして順位が決まります。

ジャンプ競技はいかに遠くに美しく飛ぶかが大事です。
飛距離点（飛んだ距離）と飛型点（飛んでいるスタイル）の合計点で順位を決めます。

１．飛距離点はこうやって算出します。

飛距離点はそのジャンプ台のＫ点を基準に換算します。
Ｋ点まで飛ぶと６０点が与えられ、Ｋ点を超すと１ｍにつき決められた点数が加算され、Ｋ点まで到達しない
と１ｍにつき決められた点数が減点されます。
１ｍあたりの点数はジャンプ台のＫ点により定められています。

Ｋ点の距離 １ｍあたりの点数 Ｋ点の距離 １ｍあたりの点数
２０～２４ｍ ４．８点 ６０～６９ｍ ２．４点
２５～２９ｍ ４．４点 ７０～７９ｍ ２．２点
３０～３４ｍ ４．０点 ８０～９９ｍ ２．０点
３５～３９ｍ ３．６点 １００ｍ以上 １．８点
４０～４９ｍ ３．２点 １７０ｍ以上 １．２点
５０～５９ｍ ２．８点

＜例＞
大倉山ジャンプ競技場（Ｋ点１２０ｍ） 宮の森ジャンプ競技場（Ｋ点９０ｍ）

Ａ選手の飛距離　１２５ｍ Ｃ選手の飛距離　９５ｍ
６０点＋（５ｍ×１．８点）＝６９点 ６０点＋（５ｍ×２．０点）＝７０点

Ｂ選手の飛距離　１１５ｍ Ｄ選手の飛距離　８５ｍ
６０点－（５ｍ×１．８点）＝５１点 ６０点－（５ｍ×２．０点）＝５０点



２．飛型点はこうやって採点します。

飛型点は５人の飛型審判員によって採点されます。
審判員はテークオフ終了（カンテから飛びだしてから）からアウトランの転倒ラインを通過するまでの選手
の継続した動作の外見を正確性、完成度、安定性及び全体の印象の観点から採点します。
審判員は一人の選手に対し、２０点満点から減点法で採点します。
５人の審判員が採点した点数は、最高点と最低点を除き、３人の審判員の点数を合計して飛型点となります。

＜例＞
Ａ審判 Ｂ審判 Ｃ審判 Ｄ審判 Ｅ審判

Ａ選手 １９．０点 １８．５点 １８．５点 １８．０点 １７・５点 　　１８．５点＋１８．５点＋１８．０点＝５５．０点

Ａ審判 Ｂ審判 Ｃ審判 Ｄ審判 Ｅ審判
Ｂ選手 １７．０点 １７．５点 １６．５点 １７．０点 １７．５点 　　１７．０点＋１７．０点＋１７．５点＝５１．５点

３．順位はこのようにして決まります。

飛距離点と飛型点の合計が得点となります。通常、２回のジャンプを行い、１回目の得点と２回目の得点を合計して
得点の高い選手から順位が決まります。
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